
４５１人、一人ひとりがたからもの 

４月２４日（水）、亀山東小学校の全校集会であ

る「とちのき集会」をおこないました。今年度最初

の集会は、『ようこそ１年生集会』と題し、歌声の

響く体育館にアーチをつくって１年生を迎え入れ、

クイズやプレゼント渡しなどで盛り上がりました。 

クイズも、児童会やそれぞれの学年・学級が考え

た手づくり感のある問題ばかりで、「きっと、わく

わくしながら考えたんだろうな」と想像できる楽し

いものでした。 

こういう、「わくわく」って、とても大切だと思

います。日常の活動でも、授業でも、行事でも、児童一人ひとりが、そして先生も「わくわく」

できる学校でありたい、と常に思います。もちろん、一人ひとりの「わくわく」できるポイント

は同じではありません。でも、もしも、他の子の「わくわく」を自分のことのように楽しむこと

ができたら、とてもあたたかい学校になるのではないでしょうか。１年生を迎え、４５１人の児

童一人ひとりを大切にできる、あたたかい学校を目指したいと強く思いました。 

 

校外学習（遠足）に行ってきました 
４月３０日（火）は雨のため延期としましたが、５月２日（木）、暑すぎない爽やかな気候の

もと、校外学習（遠足）に行ってきました。 

１・２年生は先ごろ遊具がリニューアルされた亀山公園、３・４年生はウォークラリーやレク

リエーションに適した西野運動公園、５・６年生は少し遠いですが鈴鹿市の深谷公園を目的地と

しました。 

友だちと外でいただくお弁当の時間は、笑顔いっぱいの楽しいひとときとなりました。予定よ

り大幅に到着が遅れた学年もあり、ご迷惑をおかけしました。また、お弁当や持ち物の準備を含

め、さまざまな形でご協力をいただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

亀山東小だより 
令和６年５月１０日（金） 
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１・２年生 亀山公園  

みんなで食べるお弁当タイム 

 

３・４年生 西野運動公園  

グループごとにウォークラリー 

 

５・６年生 深谷公園  

遊んだ後のごみ拾いも真剣に 

 



令和６年度亀山東小学校 学校経営方針 

地域の中で生き生きと学び 豊かな心をもってよりよく生きる子どもの育成 
〇子どもたちが生き生きと楽しく学ぶ学校  
〇一人ひとりの子どもに居場所がある学校  
〇保護者・地域と教職員が手を取り合って進む学校      

第1回学校運営協議会が開催されました。 
４月１０日（水）に開催されました第１回の学校運営協議会では、地域・保護者を代表する委

員の皆様に本校の学校経営方針をご承認いただきました。学校経営方針の詳細は、学校運営協議

会だよりである『とちのきだより』や学校ＨＰにも掲載していますので、ご覧ください。  

 
 

 

 

スポーツ・デイについて 
今年のスポーツデイは低・中・高学年ブロックごとに、５月２８日（火）に実施いたします。 

雨天の場合は５月３０日（木）さらに延期の場合は５月３１日（金）に実施します。       

１・２年生  ８：４０～１０：１５（終了予定）  

３・４年生 １０：２５～１２：００（終了予定）  

５・６年生 １３：１０～１４：４５（終了予定） 

参観の人数制限はありませんが、平日開催ですので、駐車場のご用意はできま

せん。ご理解ご協力をお願いします。種目内容の詳細等につきましては、後日お知らせします。 

 

皆さまにお願いしたいこと 
４月１９日（金）のＰＴＡ総会の場をお借りし、校長から保護者の皆さまにお願いをしまし

た。それは、「いじめのない学校」であるために、どうしてもお伝えしたかったことです。 

「人をいじめてはならない」「いじめた子を見かけたら必ず止める」「それができなければ親

や先生に訴える」という３原則があります。このことは、まず、ご家庭でお子様にご指導いただ

きたい内容です。もちろん学校でも、あらゆる教育活動の場で徹底して参ります。子どもにとっ

て、「家で教えられたことを、学校でも同じように言われる」ということが重要だと考えます。 

たとえ、どんな理由があったとしても、「いじめ」という方法をとってはならないのです。そ

れは、問題の解決に繋がりません。相手に非があっても、暴力や無視、物を隠すなどの嫌がらせ

といった手段をとれば、相手の心や身体に重大な傷をつけるだけではなく、相手を卑劣な手段で

攻撃する者として自身を貶めます。そうではなくて、正しい方法で解決を図るべきです。ＳＮＳ

等を介したいじめも、自分を安全な場所に置き、顔を見ないまま攻撃する卑怯な手段であり、ぜ

ったいに選んではいけない方法なのです。 

また、いじめの現場に直面したとき、決して見逃してはなりません。「止めれば、次は自分が

ターゲットにされる」というなら、その場を離れ、自分が見たことを親や先生等に伝えるべきな

のです。それは、「告げ口」などではなく、人を救う英雄的な行為です。 

このようなことは、小学校の低学年であろうと、きちんと伝えればわかると信じます。重大な

いじめが起こる前に、いじめのない学校であるために、皆さまのご協力をお願いします。 

 

亀山東小学校のホームページでは、日々の子どもたちの教育活動や学校の様子を随時更新中です。ご覧いた

だけると幸いです。 http://www.kameyama-mie.jp/kblog/higashi/ モバイル版ＱＲコード→ 

http://www.kameyama-mie.jp/kblog/higashi/

